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１ 鶴ヶ島中学校と西中学校の学校再編について 

（４０分） 

 鶴ヶ島市公共施設個別利用実施計画が本年３月に策定され、今後

公共施設の再編、長寿命化が始まることとなりました。 

 また、本年第２回定例会の最終日の全員協議会で「（仮称）鶴ヶ

島市立西部中学校開校に向けた基本方針」について説明がありまし

た。未来を創造できる生徒を育てる魅力ある学校づくりのため、鶴

ヶ島中学校と西中学校を再編し、（仮称）西部中学校を開校すると

いうものです。その中で、今後の進め方として、①魅力的な教育環

境を整備する②再編前後の児童・生徒の不安や心配事を把握し、必

要な支援をする③保護者及び地域住民の理解を得ながら進める④

開校準備委員会を設置することなどが掲げられています。 

６月２６日から７月６日までの間、「鶴ヶ島中学校と西中学校の

再編に関する市民説明会」が、西市民センターと北市民センターで

計６回、開催されました。私も、それぞれの会場の市民説明会に参

加いたしました。説明会では、令和９年４月の開校を目指す（仮称）

西部中学校の再編の必要性、再編の取組、これまでに寄せられた市

民からの意見と回答などについての説明がありました。 

その中で保護者が心配していることについて質疑がありました。 

西部地域からの通学路はどこになるのか、通学の安全確保や通学

路の整備はどう考えているのか。 

中学３年生で、（仮称）西部中学校に移ることになるが、受験の

ことや環境変化による不登校への懸念がある。 

制服は、どうなるのか、いつから新しい制服になるのか。 

再編について説明会の案内で初めて知った、対象者への説明不足

ではないか。 

このような質疑に対して教育委員会からの説明がありましたが、

これから開校準備委員会で検討するというものが多かったと感じ

ました。 

特に新町小学校の保護者の不安は大きいと思われます。 

新町小学校の卒業生は、これまで西中学校に進学していました

が、学校再編によって、（仮称）西部中学校に進学します。ほぼ全

員通学距離・通学時間が長くなり、新しい環境になります。それで 
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も、（仮称）西部中学校で良かったと言える、魅力ある学校づくり

が必要です。 

こうしたことを踏まえて、以下質問します。 

 

（１）鶴ヶ島中学校と西中学校の再編の必要性について 

（２）市民説明会の参加状況と主な意見について 

（３）魅力的な教育環境を整備する内容について 

（４）不安や心配事を把握し、必要な支援をする内容や方法につい 

  て   

（５）保護者及び地域住民の理解を得ながら進めることについて 

（６）開校準備委員会の設置目的と役割について 

（７）西部地域からの通学路の想定と通学の安全確保について 

（８）新しい制服について 

（９）市民説明会を実施して見えてきた課題について 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


